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cante形,cantaba形 と時 間 的 限 定 性*

山村ひろみ

0. は じめに

スペイン語のcante形 とcantaba形 をアスペクト範疇における最小対 と見

なす説(以 下,ア スペ クト説)は,こ れら二形式が時間的限定性の表示の有無

に関 して対立するという点をその根拠の一つとして提示する。

1) a. Maria vivio cuatro anos en Japon.

b. *Maria vivia cuatro anos en Japon.

す なわち,ア スペ ク ト説 によれば,cante形 は 当該事行 をその開始 ・終結 を

明示す る形で表出す るの に対 し,cantaba形 は そ うではない ということにな り,

その違 いが1)に お け るcuatro anosと い う期 間を限定す る副詞句 との共起の

可能 性 と関わ るというので ある。 しか し,cante形,cantaba形 と期間限定副

詞句 との共起 関係 を詳細 に観察 してみ ると,こ のアスペ ク ト説の主張 とは相容

れない事象が認め られ,そ の有効性が万全でない ことが分か る。

本稿の目的は,ま ず,cante形 とcantaba形 が示す期間限定副詞句との共起

のあり方を観察することによって,こ れら二形式と時間的限定性の関係を改め

て検討することにある。そ して,そ の結果,cante形 とcantaba形 を時間的限

定性 をめ ぐる最小対と見なすのは実証的に問題があること,ま た,そ の実態を

より整合性のある形で説明するためには,当 該二形式を唯一の素性の有無をめ

ぐる最小対と考えるアスペクト説よりは,cantaba形 はcanto形 と平行 した機

能を持つが,cante形 はそのような平行関係を持たない独立的な形式とする時

間関係説の方がより有効性のあることを示 していく。

1. 先行研究の解釈

cante形 とcantaba形 が時間的限定に関して対立するという主張は,こ れら

二形式 をアスペクトをめ ぐる最小対と考える説の根拠の一つとしてよく引き合

いに出される。 ここでは,そ のような立場の先行研究が当該二形式と時間的限

定性の関係 をどのように解釈 しているかを簡単にまとめ,次 節で行われる観察
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の出発点 としたい。

RAE (1973)は 動 詞 パ ラダイム全体 を完 了 と不完 了の アスペ ク トに二分 し,

完 了アスペ ク トには全複合形 とcante形 が,不 完 了アスペク トにはそれ以外の

すべ ての単純形が属 す としている。従 って,cante形 とcantaba形 は それ ぞれ

異 なるアスペ ク トを持 つ ことにな るのだが,そ の違 いは次の ように説 明されて

いる。

"En los tiempos imperfectos , la atencion del que habla se fija en el

transcurso o continuidad de la accion, sin que le interesen el

comienzo o el fin de la misma. En los perfectos, resalta la

delimitacion temporal." (RAE 1973:462)

上の記述 によれば,cante形 で は当該事行のdelimitacion temporalが 際 立

つの に対 し,cantaba形 はそ うではない とい うことになる。 このdelimitacion

temporalを ど う解 釈 す るか が 問題 に な るが,一 般 的に は,以 下のButt &

Benjamin (1994)の 記 述 に見 られ る ように,当 該事行 の開始 と終 結 を示す も

の と理解 されている ようであ る。

"14 .4.4. Preterite for events occurring with a finite period.

The preterite tense must be used for an event that continued for a

finite period of time and then ended. By 'finite' is meant a period

of time of a specific length, i.e. whose beginning and end are

known: (…_)." (Butt & Benjamin 1994:212)

"[The imperfect form is used] To indicate states or actions that

continued in the past for an unspecified period." (Ibid: 214)

Butt & Benjaminの 説明では,開 始 ・終結が特定の過去の事行に対 しては

cante形 が,ま た,そ うではない過去の事行に対 してはcantaba形 が用いられ

るということになる。

さて,以 上のcante形 とcantaba形 の時間的限定性に関する先行研究の解

釈に従 うならば,開 始 ・終結が明らかな一定の期間を示す副詞句と共起するの

はcante形 であ りcantaba形 ではないという仮説が立てられる。次節では,

この仮説の有効性 を検証するための実態調査を実施 し,改 めて当該二形式の機

能的差異 と時間的限定性の関係を検討することにする。

2. cante形,cantaba形 と期間限定副詞句との共起の実態

この節では前節で立てられた仮説の妥当性を検証するための調査を実施 し,
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その結果をまとめる。調査の方法 としては,主 たる資料体 としてスペインで発

行されている週刊誌Cambio 16を用い,そ こに出現するcante形 とcantaba

形を共起 した期間限定副詞句の種類別に分類するという形を取った。その際,

扱う期間限定副詞句の範囲をどうするかが問題 となったが,今 回は限定された

期間を最 も明瞭に示すと思われるdurante+時 間量名詞句/期 間名詞句,及 び

duranteを 伴わない時間量名詞句(以 下,ゼ ロ+時 間量名詞旬)だ けを対象と

することにした。以下,例 文にはそれが出現 した週刊誌の号数とページを付け

ている。また,例 文の中には筆者自身が作成 しスペイン語話者のチェックを受

けたものも含まれているが,そ れらにはその旨が記されている。

2.1. デ ー タ 分 析

2.1.1. durante+時 間 量 名 詞 句 との 共 起

ここで扱 う副詞句は前置詞duranteとdifa, mes, anoと い った時 間区分 を表

す名詞 に数量 を表 す限定詞が付加 された ものであ る。アスペ ク ト説に従 うな ら

ば,そ の明 らか な限定性か らこの副詞句 と共起す るのは専 らcante形 で あ るこ

とが予想 されるが,実 際,今 回の調 査で もこの タイプの副詞句 と共起 したの は

多 くの場合cante形 で あった。

2) Le escuche durante dos horas y al final, no me fue muy facil

recoger el mensaje que habia recibido. (1266:35)

3) Soporteë durante mucho tiempo las criticas de otros representantes

politicos cuando se estaba construyendo el AVE. (1264:21)
4) Nuestra relacion con Espana durante muchos siglos fue de

subordinacion y abandono. (1283:10)

5) Durante unos & anos fue la unica mujer en el gremio. (1280:27)

しか し,次 の例 文が示す ように,こ のタイプの副詞句 と共起するcantaba形

が ないわけではない。

6) Durante mucho tiempo los personales te venian a vender un disco

y un libro y la gente se harto, (…). (1271:78)

7) Durante siglos, el principal, si no unico, agente de la accion

social rusa era un Estado todopoderoso que～. (1282:88)

8) Durante esos anos vivia en un pequeno apartamiento, (…) (1284:

72)

上記例文のうち,2)の 副詞句の示す限定期間は開始 ・終結が明瞭だが,そ
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れ以外の副詞句の限定期間は開始 ・終結が曖昧で不特定なもの と考えられる。

そして,特 にcantaba形 と共起 した副詞句の期間がどれ も不特定であることに

注目するならば,こ の形式が出現するのは当該副詞句の期間が不特定な場合に

限 られると主張することも可能に思われる。 しか し,そ の主張は以下の例文が

示すように,cantaba形 は特定の期間を示す副詞句とも共起で きるという事実

によって無効であることが分かる。

9) Durante esos cuatro anos vivia un pueblecito.(山 村作成)

他方,cantaba形 が出現 したデータの中には,次 の例文の ように期間限定を

示す副詞句が習慣 を表す文の一部になっているもの もある。

10) Brasil es reiteradamente senalado como el pais de la mayor

desigualidad. Alli, el nino de 7 anos Damiao trabajaba durante

diez horas en los campos de algodon para mantener a su abuela.

(1248:62)

アスペクト説においては,10)に 見 られるようなcantaba形 と期間限定副詞

句との共起はcantaba形 の習慣用法の中で扱われ,時 間的限定性の欠如の問題

とは別個に処理されてきた。これはアスペク ト説がcante形 とcantaba形 の

機能的差異を考える上で,時 間的限定性の有無 と過去の習慣性の有無という二

つの異なる基準を設けていることを示す ものである。 しか し,そ うなると新た

に過去の習慣 という基準が何を示すかが問題 となってくる。 もし習慣という用

語が 単に 当該事行の反復 を示 すのであれば,そ れ はButt & Benjamin

(1994:213)も 指摘 す る よ うにcante形 に よって も表 出可能 であ り,

cantaba形 に特 有 の機 能 とは言えな くな る。 また一 方,Doiz-Bienzobas

(1995:107-108)の 言うように,cantaba形 によって表出された習慣的事行

が発話時におけるその無効を含意するものだとしたら,そ れはこの形式のもう

一つの機能である時間的限定の欠如 と対立するものにもなってしまう。このよ

うに,従 来 自明とされてきた過去の習慣表示という基準にはいくつかの根本的

問題があるのだが,そ れらはいずれも,cantaba形 の機能を前述の二つの異な

る基準で分析することの困難さを示 していると思われる。 このことから本稿で

は,同 じcantaba形 によって表出された事行は,そ の意味解釈上の違いが何で

あれ,同 じ一つの枠組み(基 準)で 分析すべ きとし,上 で見た期間限定副詞句

と共起 したcantaba形 の二つの異なるタイプ(習 慣用法 とそうでないもの)も

同一の枠組みで処理することにしたい。
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2.1.2. durante+期 間 名詞句 との共起

ここで扱 う副詞 句は前置詞duranteと 出来事 を示す名詞句か らな るものであ

る。 この副詞 句は先 に見 たdurante+時 間量名詞句 とは違いtelicな 事 行 とも

共起可能で ある。

11) La primera vez aproveche la oportunidad de enrolarme en una

vuelta al mundo en jeep junto a tres periodistas norteamericanos

y un fotografo suizo, que fallecio en Camboya durante el

recorrido. (1245:71)

前述のdurante+時 間量名詞句は当該事行が成立 した後のそれが真である期

間を示す ものであるため,そ れと共起可能な事行は通常atelicな ものに限られ

る。 しか し,durante+期 間名詞句の場合にはそのような制約がなくなりtelic

な事行もatelicな 事行 と同様に共起可能となる。また,こ のtelicな 事行と共

起 した当該副詞句は,期 間を示すというよりは当該事行の成立時を示すという

特徴を持つ。

さて,こ のdurante+期 間 名詞句 も前述 のdurante+時 間 量名詞句 と同様 に,

cante形,cantaba形 の どち らとも共起す るこ とがで きる。

12) Porque el director era mi padre y discuti mucho con el durante

todo el rodaje. (1224:70)

13) Durante el rodaje, ?? que hacia en su tiempo libre? (1240:93)

14) Durante la Segunda Guerra Mundial fue utilizado por la

resistencia contra los nazis(…). (1243:26)

15) Durante la Guerra Fria las pruebas nucleares se intentaban

mantener en secreto. (1249:95)

durante+期 間名詞句と共起するcantaba形 についても当該副詞句が時間的

に不特定である点 を問題にすることができよう。 しか し,上 で見たように,

cantaba形 によって表出された事行が当該副詞句の示す期間以外で無効になる

とするならば,共 起する限定副詞句の不特定性 と当該事行の終結性の欠如を関

連づけてcantaba形 の出現を正当化するようなことは難 しいと思われる。また,

cantaba形 と共起 したdurante+期 間名詞句の中にも以下の例文のように,そ

れが当該文の表す過去の習慣の一部となっているものがある。

16) Ruben Garcia, director del museo, afirma que a principios de

siglo salian a covar durante la tuna llena de la Semana Santa,

porque lo relacionaban con la redencion de Jesucristo. (1240:66)
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以上 の こ とか ら,問 題 をcante形 とcantaba形 との共起 のあ り方 に限 るな

らば,durante+期 間 名詞 句 とdurante+時 間量 名詞 句の間に大 きな違 いはな

い と考 えられる。

2.1.3. ゼ ロ+時 間量名詞句 との共起

次に前置詞duranteを 伴 わずに限定 された期間 を表 すゼ ロ+時 間量 名詞句 と

の共起関係 を見てみ よう。

17) Vivi en Cuba dos anos y medio. (1245:77)

18) Maria vivio mucho tiempo en Madrid.(山 村 作成)

19) La negociacion con el Partido Popular duro dos meses y fue muy

dura. (1281:8)

20) Fui criado en la comunidad latina del Sur de California y pase un

tiempo en Espana. (1266:103)•

ゼ ロ+時 間量名詞 句 と共起す る形式 は特 にcante形 で あることが多い。 しか

し,だ か らと言 って,ゼ ロ+時 間量 名詞 句がcantaba形 と共起 す るこ とが な

いわ けではない。

21) La primera version del montaje duraba dos horas, y hubo que

guitar mas de 30 minutos. (1261:71)
22) Pasaba mucho tiempo con mis amigos y la familia, mientras

nadie se acordaba de mi. (1260:103)

21) は主 語が指示す る対象物の属性 を示 した ものであ り,22)は 文 脈か ら主

語 たる人物の習慣 に言及 した もの と考 えられ る。 アスペ ク ト説 ならば,こ の二

文 ともいわゆるcantaba形 の 習慣用法 と して処理す ると思 われ るが,先 に も述

べ たよ うに,本 稿 はこの ような習慣用法 も他の用法 と同 じ枠組みで処理すべ き

と考 えるので,こ れ らを別個 に扱 うこ とは しない。

さて,以 上 の よ うにゼ ロ+時 間量 名詞句 もcantaba形 と共起 で きるのだが,

その あ り方はduranteを 伴 った副詞 句の場合 とは異 なってい る。ゼロ+時 間量

名詞句 と共起可能なcantaba形 の 表出す る事行 には制約 があるか らであ る。

23) *Maria vivia cuatro anos en Madrid.(山 村 作成)

24) *Maria vivia mucho tiempo en Madrid.(山 村 作成)

筆 者の イ ンフ ォーマ ン ト調 査 に よれ ば,17), 18)をcantaba形 に 変 えた

23), 24)は21), 22)の 場 合 とは異な り非文 とな って しまう。 この ように共起

す るゼ ロ+時 間量 名詞句の特定/不 特 定に拘 らず,cantaba形 に よる表出が可

能な事行 と不可能な事行 とがある ということは,こ の副詞 句 とcantaba形 との
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共起の可能性がただ当該事行の時間的限定性の有無によって判断できるもので

はないことを示す ものと思われる。

2.2. まとめと問題点

以上,限 定された期間を表す副詞句とcante形,cantaba形 の共起関係を見

てきた。その結果は次のようにまとめられる。

(1) durante+時 間量名詞句,durante+期 間名詞句は,そ の表示期間の特定

/不 特定に拘らずcante形 とcantaba形 のどちらとも共起する。

(2) ゼロ+時 間量名詞句 も,そ の表示期間の特定/不 特定に拘らずcante形,

cantaba形 の どちらとも共起できる。 しか し,ゼ ロ+時 間量名詞句の場合,

それと共起可能なcantaba形 によって表出される事行には制約がある。

(1) はcante形 とcantaba形 の機能的差異を時間的限定性の有無 と対応させ

て考えるアスペクト説に対する実証的な反論 となる。また,(2)は,あ る事行が

cantaba形 によって表出されるか否かは,当 該事行の時間的限定性の有無以外

の要因による可能性があることを示 したものと言えよう。これらの結果はどち

らも,先 に紹介 したcante形 とcantaba形 を時間的限定性に関する最小対と

見なすアスペク ト説には有効性がないことを示 したものと考えられる。 しかし,

それでは,上 記の結果を説明するためには新たにどのような枠組みを設定すれ

ばよいのだろうか。次節ではその一つとして山村(1996a, 1996b)で 提案さ

れた時間関係説を取 り上げ,そ の有効性 を検討 していきたい。

3. cante形,cantaba形 の時間関係的解釈 と時間的限定性

3.1. 山村(1996a, 1996b)に お けるcante形,cantaba形 の分析

山村(1996a, 1996b)はRojo (1974)で 提 起 されたtemporalidad linguis-

ticaと い う概 念 に従 い,cante形,cantaba形 の機 能をそれ ぞれ次の ように規

定 した。

cante=O-V=O(～Prop. & Prop.) cantaba=PoV

Oは 発話時,Pは 既定の過去時,ま た,-Vは 前時性,oVは 同時性 を示す。

従って,上 の公式によればcante形 は当該事行が発話時 と前時関係にあること

を,ま た,cantaba形 は当該事行が既定の過去時と同時関係にあることを示す。

ただ,こ の時cante形 の前時性が(～Prop. & Prop.)と 書き換えられている

点に注意 されたい。これは-Vの 示す前時性が当該事行命題の不成立から成立

への変化 を示すことを表 したものである。つまり,cante形 の示す前時性とは,
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発話時以前において,そ の事行の不成立から成立への変化が生起 したことを示

す ものに他ならないのである。 また,cantaba形 のPoVがcanto形 の機能で

あるOoVと 平行関係にある点 も重要である。すなわち,cantaba形 とcanto

形はどちらも基準時に対 して同時関係oVを 持ち,違 いはただその時間関係が

設定される基準時にあると解釈されているのである。これは,そ の基準時であ

る既定の過去時Pを 別にすれば,cantaba形 がcanto形 に書 き換え可能であ

ることを示すもので もある。

以上の分析 が従来のアスペク ト説 と最 も異なっているのは,cante形 と

cantaba形 を最小対 と見なしていない点である。上の公式でも明らかなように,

これら二形式は基準時,そ れに対する時間関係のどちらにおいても共通項を持

っていない。このことからcante形 とcantaba形 がある素性の有無をめ ぐる

最小対 となることはないのである。以下では,当 該二形式をこのように規定 し

た場合,そ の期間限定副詞句 との共起がどのように解釈 されるのかを見ていく。

3.2. cante形 と期間限定副詞句との関係

前節の山村の分析(以 下,時 間関係説)に 従 った場合,cante形 とそれと共

起 した期間限定を示す副詞句の関係は次のように分析される1)。

2)' Le escuche durante dos horas y～. (1266:35)

=Le escuche+Adv .T. (durante dos horas)

=0 (～ProP . [yo escucharle] & Prop. [yo escucharle])

+Adv.T. (durante dos horas)

上の分析によれば,cante形 は[yo escucharle]と いう命題の成立を示す

だけで,そ の終結(限 定性)に ついては何 も言及 していない。他方,期 間限定

の副詞句はその成立 した事行に付加され,当 該事行の有効期間を限定している。

つまり,こ の分析に従うならば,当 該事行の時間的限定性はcante形 によって

示されるのではなく,そ れに付加された副詞句の限定的意味に因るということ

になる。以上の分析は,durante+期 間名詞句,ゼ ロ+時 間量名詞句 と共起 し

たcante形 にも同様に当てはまる。

11)' ～y un fotografo suizo, que fallecio en Camboya durante el

recorrido. (1245:71)

=fallecio+Adv .L. (en Camboya)+Adv.T. (durante el recorrido)

=O (～Prop.[el fallecer] & Prop. [el fallecer])+Adv .L. (en

Camboya)+Adv.T. (durante el recorrido)
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17)' Vivi en Cuba dos anos y medio. (1245:77)

=Vivi en Cuba+Adv .T. (dos anos y medio)

=O (～ProP . [yo vivir en Cuba] & Prop. [yo vivir en Cuba])

+Adv.T. (dos anos y medio)

前述 したように,durante+期 間名詞句はtelic事 行と共起することができる

が,そ の理由は11)'の 分析によって容易に理解されるだろう。すなわち,当 該

副詞句は[el fallecer]と いう命題に付加された ものではな く,そ の成立を表

す文に付加されたものであり,そ れがdurante+期 間名詞句を期間限定の副詞

句というよりは当該事行の成立時を示す副詞句と解釈 される要因となっている

のである。なお,ゼ ロ+時 間量名詞句と共起 したcante形 の分析はdurante+

時間量名詞句と共起 した場合 と実質的には同じである。

3.3. cantaba形 とdurante+時 間 量/期 間名詞句 との関係

次 にcantaba形 とdurante+時 間量/期 間名詞句 との関係 を考 えてみる。時

間関係説か ら見 たdurante+時 間量/期 間名詞句 と共起 したcantaba形 の 解釈

で重要なのは,当 該副詞句の示す限定期間がcantaba形 の 出現 に不可欠なP,

つ ま り,既 定の過去時 と見 なされる とい う点である。

9)' Durante esos cuatros anos vivia en un pueblecito.(山 村 作 成)

=P (durante esos cuatro anos) oV

=P (durante esos cuatro anos) [vive en un pueblecito]

時間関係説ではcantaba形 は既定の過去時Pに 対 して同時関係 を持つもの

と分析 される。従って,cantaba形 が出現するにはそのPに 相当するものが必

要であ り,か つ,当 該事行はそれに対 して同時関係を示すcanto形 による置換

が可能でなければならない。これらのことを踏まえて9)を分析 したのが9)'で

ある。それによれば,当 該副詞句はそれと共起 したcantaba形 のPと 見なさ

れ,cantaba形 によって表出された当該事行はそのPに 対 して同時関係を持つ

canto形 に置 き換えられている。この分析はdurante+期 間名詞句と共起 した

cantaba形 についても有効である。

15)' Durante la Guerra Fria las pruebas nucleares se intentaban

mantener en secreto. (1249:95)
=P (durante la guerra fria) oV

=P (durante la guerra fria) [las pruebas nucleares se intentan

mantener en secreto]

61



また,時 間関係説の分析によれば,習 慣用法のcantaba形 と共起 した当該副

詞句も同一の方法で分析されることになる。

10)' Alli, el nino de 7 anos Damiao trabajaba durante diez horas en

los campos de algodon para mantener a su abuela. (1248:62)

=P(文 脈 中 の 既 定 過 去 時)oV

=P(文 脈 中 の 既 定 過 去 時)[el nino de 7 anos, Damiao trabaja

durante diez horas en los campos de algodon～]

16)' ～a principios de siglo salian a covar durante la luna llena de la

Semana Santa,～. (1240:66)

=P (a principios de siglo) oV

=P (a principios de siglo) [salen a covar durante la luna llena

de la Semana Santa,～]

つまり,習 慣用法のcantaba形 と共起 した時間限定の副詞句は,既 定の過去

時Pと は見なされず,別 途に設定されたPと 同時関係を持つcanto形 によっ

て表出される事行に付加されたものと分析されるのである。

3.4. cantaba形 とゼロ+時 間量名詞句 との関係

先にも見たようにcantaba形 によって表出された事行でゼロ+時 間量名詞

句と共起できるものには制約があった。これを時間関係説によって分析すると

以下のようになる。まず,当 該副詞句と共起可能な事行の分析を見てみよう。

21)' La primera version del montaje duraba dos horas, y hubo que

quitar mas de 30 minutos. (1261:71)

=P(文 脈 中 の 既 定 過 去 時)oV

=P(文 脈 中 の 既 定 過 去 時)[la primera version del montaje dura

dos horas]

この タイプ の文ではゼ ロ+時 間量名詞句がcantaba形 の 出現 に必要 なPと

な るこ とはない。 そ して,そ れは常 にcanto形 に よって表 出され る事行 に関わ

る要 素 として出現す る と考 えられ る。 また,こ のゼ ロ+時 間量名詞句は上 の例

の ように当該事行の付加詞 とい うよ りはその項 と解釈 されるこ とが多 く,そ れ

が前述 の共起可能 な事行の制約 と関係 している とも思われ る。次の例文 を参照

されたい。

23)'/24)' *Maria vivia cuatro anos/mucho tiempo en Madrid.(山 村

作成)
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=P(文 脈 中の既 定過去時)oV

=P(文 脈 中 の 既 定 過 去 時)[*Maria vive cuatro anos/mucho

tiempo en Madrid]

23),24) で は 当該副詞 句の期 間の特 定/不 特定 に拘 らず,cantaba形 との

共起 が不可能であ った。 その理 由は上記の分析 に明 らかなように,当 該 副詞句

がcantaba形 の 出現 に必要 なPと な りえないこ と,さ らに,そ れがcanto形

に よって表出 され る事行の項 に も付加詞に もなれないこ との二点 にあ ると言 え

る。

4. 結 論 に代 えて

以上の観察 ・考察から明らかになった点は次のとおりである。

(1) cante形,cantaba形 と期間限定副詞句 との共起のあり方から判断するな

らば,ア スペク ト説が主張するようにこれら二形式の機能的差異を時間的限

定性の表示の有無 と対応 させて考えることはできない。

(2) cante形,cantaba形 と期間限定副詞句との共起の実態を解釈するには山

村(1996a, 1996b)の 時間関係説が有効である。それによれば,ア スペク

ト説では説明の難 しい期間限定副詞句 と共起するcantaba形 も以下のような

統一的な形で説明可能となる。

a. duranteを 伴った当該副詞句はcantaba形 の出現に必要な既定の過去時

Pに なることができる。この時,cantaba形 によって表出された事行は

そのPに 対 して同時関係を持つ ものと解される。

b. cantaba形 によって表出された事行が習慣的解釈を受ける際の当該副詞

句は,既 定の過去時Pに 対 して同時関係を持つ事行に付加されたものと

解される。

c . ゼ ロ+時 間量名詞句 と共起可能なcantaba形 によって表出された事行

に制約があるのは,こ の副詞句がcantaba形 の出現に必要な既定の過去

時Pに なれないこと,お よび,こ の副詞句をそのcanto形 による表出の

項あるいは付加詞 として認可することのできる事行が限られていること

の二点に因る。

注
・本稿 は日本 イスパニヤ学会第42回 大 会(1996年10月19日,神 奈川大学)に おいて

「cante形 ,cantaba形 と時間的限定性」 という題目で発表した内容の一部に修正を加
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え発 展 させ た もの で あ る。

1) Adv.T.は 当該事 行 の 成立 時,Adv.L.は そ の成 立場 所 を表 す 副詞 句 を示 す。
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〈Resumen〉

Cante, cantaba y la delimitacion temporal

Hiromi YAMAMURA

Este trabajo tiene como objetivo someter a examen la validez de la

interpretacion aspectual propuesta para explicar la diferencia funcional entre la

forma canteé y la forma cantaba.

Segaun la interpretacion aspectual, dichas formas se oponen directamente en

torno a la delimitacion temporal. En la forma cante resalta la delimitacion

temporal, o sea, el comienzo y el fin de la situacion en cuestion, mientras que en la

forma cantaba la atencion del hablante se fija en el transcurso o continuidad. Sin

embargo, cuando se observan detalladamente los casos en los que aparecen la

forma cante y la forma cantaba con los adverbios temporales, se encuentran los

ejemplos siguientes donde la forma cantaba aparece con el adverbio temporal que

indica claramente el limite del periodo:

1) Durante esos cuatro anos vivia en un pueblecito.

2) Durante la Guerra Fria las pruebas nucleares se intentaban mantener en

secreto.

3) La primera version del montaje duraba dos horas y hubo que guitar mas de

30 minutos.

La gramaticalidad de estos ejemplos nos indica que la interpretacion aspectual no

puede explicar todos los fenomenos de la forma cantaba, de aqui que para explicar

con razon esta aparicion de la forma cantaba, necesitemos acudir a otra

interpretacion propuesta por Yamamura (1996a, 1996b), que dice que para aclarar la

diferencia funcional entre dichas formas, es mas valida la interpretacion basada en

la relacion temporal que indica cada forma que la aspectual.

Segun la interpretacion de Yamamura, dichas formas se formulan como sigue:

cante=O-V=O (～Prop. & Prop.) cantaba=PoV

El signo O-V [=O (～Prop. & Prop.)] indica un hecho anterior al momento

del habla. Es equivalente a la realizacion del cambio del no cumplimiento en el

cumplimiento de la proposicion en cuestion. Y el signo PoV indica que la situacion

en cuestion tiene la relacion temporal de simultaneidad con algun momento

determinado del pasado (=P) y ademas, aparte de la diferencia del territorio
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temporal que indica el P, la forma cantaba tiene la misma funcion que la forma

canto que se formula como OoV. Por lo tanto, en esta interpretacion ninguna de las

dos formas cante/cantaba tiene nada que ver con la delimitacion temporal y estas

formas no establecen una pareja opositiva minima. Segun esta interpretacion los

ejemplos mencionados arriba se explican de la manera siguiente:

a. En los ejemlos 1) y 2), los adverbios temporales funcionan como P, o sea ,
como el eje temporal con el que tiene una relacion simultanea la frase

expresada por la forma cantaba.

b. En el ejemplo 3), el P se sobreentiende en el contexto y el adverbio temporal

funciona como una especie de argumento de la frase expresada por la forma

cantaba que se puede sustituir por la forma canto.

Este resultado demuestra, a nuestro parecer, que cuando se trata la diferencia

funcional entre la forma cante y la forma cantaba. la explicacion de la relacion

temporal tiene mas validez que la aspectual basada en la oposicion minima de

estas dos formas.
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